
管
機
連
新
会
長
に
橋
本
氏（
橋
本

総
業
）

防
災
推
進
・
工
製
販
の
連
携
強
化

技
能
レ
ベ
ル
指
定
制
度
創
設
へ

中
建
審

社
整
審

建
設
業
の
働
き
方
改
革
を
推
進

一
般
社
団
法
人
全
国
管
工
機
材
商
業
連
合
会
（
会
長
・
小
泉
久
則
コ
ー
ザ
イ
㈱
会
長
）
は
六
月
十
一
日
、
東
京

・
千
代
田
区
の
グ
ラ
ン
ド
ア
ー
ク
半
蔵
門
で
第
六
回
定
時
社
員
総
会
を
開
き
、
新
年
度
事
業
計
画
案
な
ど
を
承
認

す
る
と
と
も
に
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
で
橋
本
政
昭
氏
（
橋
本
総
業
㈱
社
長
）
を
新
会
長
に
選
出
し
た
。

席
上
、
橋
本
新
会
長
は
組
織
の
さ
ら
な
る
増
強
を
は
じ
め
防
災
協
定
締
結
の
推
進
や
工
製
販
の
連
携
強
化
に
強
い

意
欲
を
示
し
た
。
新
執
行
部
体
制
の
も
と
一
致
結
束
し
て
業
界
発
展
へ
邁
進
し
て
い
く
。

当
日
の
総
会
に
は
正
会
員

十
九
団
体
が
出
席
、
落
合
智

貴
東
京
管
工
機
材
商
業
協
同

組
合
理
事
（
落
合
住
宅
機
器

㈱
）
の
司
会
で
進
め
ら
れ

た
。
冒
頭
、
小
泉
会
長
が
あ

い
さ
つ
に
立
ち
「
平
成
二
十

五
年
に
一
般
社
団
法
人
と
し

て
再
ス
タ
ー
ト
し
て
以
来
、

新
た
な
会
員
を
迎
え
、
六
回

目
の
総
会
を
開
く
こ
と
が
で

き
た
。
皆
さ
ま
の
ご
尽
力
に

感
謝
し
て
い
る
」
と
述
べ
、

一
層
の
協
力
を
要
請
し
た
。

議
事
で
は
議
長
に
小
泉
会

長
を
選
出
し
、
平
成
三
十
年

度
事
業
計
画
・
予
算
な
ど
七

議
案
を
原
案
ど
お
り
承
認
。

役
員
改
選
で
は
会
長
に
橋
本

氏
（
東
京
）
、
副
会
長
に
向

山
英
雄
氏
（
サ
ン
コ
ー
機
材

㈱
・
東
京
）
、
九
門
龍
明
氏

（
㈱
九
門
製
作
所
・
大
阪
）、大

藪
淳
一
氏（
㈱
大
清
・
愛
知
）

を
選
出
し
た
。
新
年
度
は
①

管
機
連
組
織
の
増
強
（
正
会

員
・
特
別
会
員
の
加
入
促
進

と
地
区
組
合
組
成
に
注
力
）

②
賛
助
会
員
の
加
入
促
進
③

官
公
庁
と
の
連
携
強
化
④
工

販
と
の
連
携
（
全
国
管
工
事

業
協
同
組
合
連
合
会
）
⑤
防

災
協
定
締
結
の
推
進
⑥
製
販

と
の
連
携
（
業
界
団
体
な

ど
）
⑦
管
工
機
材
の
将
来
を

考
え
る
研
究
会
の
継
続
実
施

⑧
Ｉ
Ｔ
推
進
化
の
取
り
組
み

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
な

ど
）
⑨
青
年
部
活
動
支
援
⑩

管
工
機
材
・
設
備
総
合
展
へ

の
応
援
⑪
名
簿
の
作
成
―
―

な
ど
に
重
点
的
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

議
事
終
了
後
、
功
労
者
表

彰
、
各
地
区
組
合
代
表
者
活

動
報
告
、
第
三
十
二
回
管
工

機
材
・
設
備
総
合
展
報
告

（
愛
知
）
、
第
五
十
一
回
管

工
機
材
・
設
備
総
合
展
報
告

（
東
京
）
な
ど
を
行
っ
た
。

こ
の
あ
と
管
工
機
材
の
将

来
を
考
え
る
研
究
会
と
し
て

湯
本
啓
市
経
済
産
業
省
素
材

産
業
課
長
が
「
第
４
次
産
業

革
命
へ
の
対
応
」
、
長
谷
川

貴
彦
国
土
交
通
省
住
宅
生
産

課
長
が
「
住
宅
建
築
行
政
の

最
近
の
動
向
」
に
つ
い
て
講

演
し
た
。

意
見
交
換
会
で
は
橋
本
新

会
長
が
あ
い
さ
つ
に
立
ち

「
各
地
区
で
管
工
事
業
の
皆

さ
ま
と
防
災
協
定
の
締
結
を

進
め
て
お
り
、
近
年
で
は
京

都
、
埼
玉
で
締
結
し
た
。
協

定
締
結
を
推
進
し
、
訓
練
活

動
な
ど
を
通
じ
て
実
効
性
を

高
め
て
い
く
。
工
製
販
の
協

調
を
図
り
、
管
機
連
の
存
在

価
値
を
高
め
る
よ
う
全
地
区

で
組
合
を
つ
く
り
た
い
」
と

力
強
く
抱
負
を
述
べ
た
。
続

い
て
来
賓
の
牧
原
秀
樹
衆
院

議
員
、
足
立
敏
之
参
院
議

員
、
大
澤
規
郎
全
管
連
会
長

ら
が
祝
辞
を
述
べ
、
功
労
者

と
し
て
小
泉
前
会
長
を
表

彰
。
祝
宴
で
は
堀
田
康
之
㈱

キ
ッ
ツ
社
長
の
音
頭
で
一
斉

に
乾
杯
し
、
歓
談
後
、
大
藪

淳
一
副
会
長
の
中
締
め
で
盛

況
の
う
ち
に
散
会
し
た
。

中
央
建
設
業
審
議
会
・
社

会
資
本
整
備
審
議
会
産
業
分

科
会
建
設
部
会
は
六
月
十
八

日
、
東
京
・
霞
が
関
の
中
央

合
同
庁
舎
四
号
館
共
用
会
議

室
で
第
五
回
「
基
本
問
題
小

委
員
会
」
（
委
員
長
・
大
森

文
彦
弁
護
士
・
東
洋
大
学
法

学
部
教
授
）
を
開
き
、
建
設

業
の
働
き
方
改
革
や
生
産
性

向
上
に
向
け
た
中
間
報
告
案

を
ま
と
め
た
。
技
能
・
経
験

に
ふ
さ
わ
し
い
処
遇
の
実
現

へ
技
能
レ
ベ
ル
指
定
制
度
な

ど
を
創
設
す
る
方
針
だ
。

同
小
委
は
昨
年
七
月
に
提

言
さ
れ
た
「
建
設
産
業
政
策

２
０
１
７
＋
１０
」
の
う
ち
許

可
制
度
の
見
直
し
な
ど
の
具

体
化
に
つ
い
て
検
討
。
委
員

に
は
才
賀
清
二
郎
一
般
社
団

法
人
建
設
産
業
専
門
団
体
連

合
会
会
長
な
ど
が
参
加
し
て

い
る
。

今
回
の
中
間
報
告
案
に
は

工
期
ダ
ン
ピ
ン
グ
の
禁
止
、

地
方
公
共
団
体
発
注
工
事
に

お
け
る
施
工
時
期
平
準
化
、

注
文
者
に
よ
る
請
負
人
へ
の

技
能
レ
ベ
ル
指
定
制
度
、
社

会
保
険
未
加
入
企
業
の
許
可

・
更
新
を
認
め
な
い
仕
組
み

づ
く
り
な
ど
を
盛
り
込
ん

だ
。
こ
の
う
ち
技
能
レ
ベ
ル

指
定
制
度
で
は
適
正
な
施
工

確
保
や
品
質
向
上
の
観
点
か

ら
注
文
者
が
請
負
建
設
企
業

に
一
定
の
工
事
で
必
要
な
技

能
レ
ベ
ル
を
指
定
で
き
る
よ

う
に
す
る
。
技
能
レ
ベ
ル
に

見
合
っ
た
対
価
の
支
払
い
を

通
じ
て
技
能
者
の
処
遇
改
善

や
専
門
工
事
企
業
の
価
格
交

渉
力
の
強
化
を
め
ざ
す
。

六
月
十
八
日
午
前
七

時
五
十
八
分
、
最
大
震

度
六
弱
を
観
測
し
た
大

阪
北
部
地
震
で
無
念
に

も
亡
く
な
ら
れ
た
方
々

の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す

る
と
と
も
に
、
被
災
さ

れ
た
皆
さ
ま
に
心
よ
り

お
見
舞
い
を
申
し
上
げ

ま
す
。

第６回定時社員総会を開催

橋本新会長

基本問題小委が中間報告案

㈱
日
本
設
備
工
業
新
聞
社

広
告
掲
載
社
・
購
読
者
一
同
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